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今
日
の
中
東
・
湾
岸
情
勢
は
、
激
化
す
る
米
・
イ
ラ
ン
対
立
が
基

本
的
な
構
図
で
あ
り
、さ
ら
に
多
く
の
分
断
も
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
二
〇
一
七
年
六
月
か
ら
続
く
カ
タ
ー
ル
と
周
辺
国
に

よ
る
外
交
対
立
「
カ
タ
ー
ル
危
機
」
で
あ
る
。「
カ
ル
テ
ッ
ト
」
と

よ
ば
れ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、バ
ー

レ
ー
ン
、
エ
ジ
プ
ト
が
中
心
と
な
り
、
カ
タ
ー
ル
と
断
交
し
、
国
境

や
空
域
を
閉
じ
て
経
済
封
鎖
を
敷
い
て
い
る
の
だ
。

　

も
と
も
と
カ
タ
ー
ル
は
、
湾
岸
協
力
会
議
（
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
諸
国
の
加

盟
国
と
し
て
、
安
全
保
障
分
野
を
中
心
に
サ
ウ
ジ
な
ど
他
の
加
盟
国

と
協
調
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、先
代
の
ハ
マ
ド
首
長（
一
九
九
五

～
二
〇
一
三
年
）
の
時
代
か
ら
、
カ
タ
ー
ル
と
周
辺
国
の
外
交
関
係

が
次
第
に
不
安
定
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
カ
タ
ー
ル
の

天
然
ガ
ス
収
入
が
増
加
し
、
豊
富
な
資
金
を
も
と
に
外
交
的
・
経
済

的
な
パ
ワ
ー
を
獲
得
し
た
こ
と
が
あ
る
。
小
国
な
ら
で
は
の
小
回
り

を
生
か
し
、
紛
争
や
政
治
対
立
の
仲
介
な
ど
も
行
っ
た
。

　

ま
た
、
カ
タ
ー
ル
の
独
自
外
交
は
、
時
に
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
方
針
と
衝
突

し
た
。
例
え
ば
カ
タ
ー
ル
は
長
年
に
わ
た
り
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
と
の

関
係
を
維
持
し
て
お
り
、
同
国
の
衛
星
放
送
局
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
も

こ
れ
に
対
し
て
親
和
的
な
報
道
を
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
や
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
を
、
体
制
の
安
定
性
を
脅

か
す
「
テ
ロ
組
織
」
と
認
定
し
て
お
り
、
そ
れ
を
支
援
す
る
カ
タ
ー

ル
は
「
テ
ロ
支
援
国
家
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　

特
に
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
後
、
カ
タ
ー
ル
と
周
辺
国
の
関
係
は
悪
化

の
一
途
を
た
ど
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
に
は
、
サ
ウ
ジ
ア

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

堀
拔
功
二

二
〇
一
七
年
六
月
、周
辺
の
湾
岸
諸
国
な
ど
か
ら
突
如
断
交
さ
れ
た
カ
タ
ー
ル
。

経
済
封
鎖
を
受
け
苦
境
に
陥
っ
た
か
と
思
え
ば
、
さ
に
あ
ら
ず
。

カ
タ
ー
ル
「
復
権
」
の
真
相
を
読
む
。

ほ
り
ぬ
き　

こ
う
じ　
一
九
八
二
年
生
ま
れ
。

二
〇
一
一
年
京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

博
士
（
地
域
研
究
）。
一
七
年
か
ら
現
職
。
関

連
論
文
に
「
カ
タ
ル
危
機
に
お
け
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
展
開
」
な
ど
。

中
東
レ
ポ
ー
ト
③

カ
タ
ー
ル

サ
ウ
ジ
な
ど
に
よ
る
断
交
・
経
済
封
鎖
か
ら
三
年

国
力
回
復
で
独
自
外
交
に
回
帰



中東は戦争を回避できるか

75

ラ
ビ
ア
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
バ
ー
レ
ー
ン
の
三
ヵ
国
が
、
カ
タ
ー
ル
の
行
動

が
周
辺
国
に
対
す
る
「
内
政
干
渉
」
で
あ
る
と
し
て
駐
ド
ー
ハ
大
使

を
引
き
揚
げ
た
の
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
は
関
係
が
正
常
化
し
た
も
の

の
、一
七
年
に
カ
タ
ー
ル
危
機
が
発
生
し
た
。カ
ル
テ
ッ
ト
は
カ
タ
ー

ル
が
内
政
干
渉
や
テ
ロ
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
再
度
主
張
し
、
同
国

に
対
し
て
対
イ
ラ
ン
関
係
の
見
直
し
や
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
と
の
関
係

断
絶
を
含
む
一
三
項
目
の
要
求
を
突
き
付
け
た
。

　

し
か
し
、
カ
タ
ー
ル
側
か
ら
見
る
と
、
カ
ル
テ
ッ
ト
か
ら
の
断
交
・

経
済
封
鎖
や
そ
の
後
の
要
求
は
一
方
的
な
も
の
で
あ
り
、
と
う
て
い

承
服
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
カ
タ
ー
ル
国
内
は
一
九
八
〇
年

生
ま
れ
の
若
き
タ
ミ
ー
ム
首
長
の
下
で
団
結
し
、
国
難
に
立
ち
向

か
っ
た
の
で
あ
る
。

経
済
封
鎖
を
乗
り
切
る
が
、
外
交
危
機
は
長
期
化
も

　

カ
タ
ー
ル
政
府
は
経
済
封
鎖
の
直
後
か
ら
、
食
料
品
や
日
常
生
活

用
品
、
建
築
資
材
な
ど
の
安
定
確
保
に
努
め
た
。
そ
れ
ま
で
、
こ
れ

ら
の
物
資
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
ド
バ
イ
を
経
由
し
て
輸

入
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
経
済
封
鎖
後
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
や
オ
マ
ー

ン
、
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
を
経
由
し
て
輸
入
す
る
経
路
を
確
保
し
た
。

と
り
わ
け
食
料
安
全
保
障
の
在
り
方
は
見
直
し
を
迫
ら
れ
、
乳
製
品

に
つ
い
て
は
乳
牛
を
大
量
輸
入
す
る
な
ど
し
て
、
一
〇
〇
％
の
自
給

率
を
達
成
し
た
。
た
だ
し
、
カ
タ
ー
ル
航
空
や
観
光
部
門
は
経
済
封

鎖
に
よ
る
損
害
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
封
鎖
が
続
い
た
場
合
、

二
二
年
に
開
催
予
定
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
経
済
封
鎖
を
乗
り
切
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る

方
策
が
と
ら
れ
た
結
果
、
カ
タ
ー
ル
経
済
は
断
交
前
の
水
準
を
回
復

し
た
。
石
油
・
天
然
ガ
ス
輸
出
と
い
う
「
生
命
線
」
が
途
切
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
今
日
、
カ
タ
ー
ル
は
自
信
を
深
め
、

独
自
外
交
に
回
帰
し
て
い
る
。

　

カ
タ
ー
ル
危
機
は
発
生
か
ら
間
も
な
く
四
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
米
国
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
が
当
事
国
の
仲
介
に
当

た
っ
て
き
た
も
の
の
、
両
陣
営
は
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
ま
ま
問
題
は

長
期
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
カ
タ
ー
ル
と
カ
ル
テ
ッ
ト
は
そ

れ
ぞ
れ
が
自
陣
へ
の
支
持
を
調
達
す
る
べ
く
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
諸

国
に
対
し
て
経
済
・
軍
事
支
援
を
通
じ
た
取
り
込
み
を
図
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
競
争
は
結
果
的
に
域
内
諸
国
の
分
断
と
対
立

を
促
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
問
題
解
決
へ
わ
ず
か
な
光
が
差
し
始
め
た
。

一
九
年
一
〇
月
頃
か
ら
、
カ
タ
ー
ル
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
間
で
水

面
下
で
の
対
話
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
タ
ー
ル
外
相

は
二
〇
年
二
月
に
交
渉
が
中
断
さ
れ
た
と
発
言
し
て
お
り
、
先
行
き

は
依
然
と
し
て
不
透
明
な
ま
ま
だ
。
●




